
 
  
  
 
      
 

 
 
 
 
 

新潟 RC 4 月第 3 例会 (2009.4.21) №2797 

 

(1) ロータリーソング「我等の生業」斉唱 

(2) 柴田 史郎会長挨拶 

先週４月１４日は観桜例会でした。ゲスト６名を含

めて和やかな楽しい夜例会でした。親睦委員会の皆様

ご苦労さまでした。 
４月１８日には阿賀野川ライン RC の１０周年記念

式典に行って参りました。わずか１３名の会員数なが

ら、立派に RC 活動をなさっていることに深い感銘を

受けました。 
さて、サバンナのヌーやキリンやガセルなどの赤ち

ゃんは、生まれてしばらくすると歩き出しますし、目

や耳も聞こえ周囲の環境に適応できる高い能力を持っ

ています。一方ヒトの赤ちゃんは、生直後には多少不

随意運動が見られるものの殆ど随意運動は出来ません。

視覚、聴覚、嗅覚なども生直後からある程度は存在し

ますが貧弱で、自分で母親の乳房を探して乳を飲むこ

とすら全く出来ません。寝返りやお座りは生後７ヶ月

頃、歩行は１歳前後でやっと出来るようになります。

このように、ヒトの赤ちゃんは全て大変未熟な状態で

生まれてきます。あと１年くらいは、子宮の中で過ご

した方が良さそうな感じです。１歳までのこの未熟な

乳児期を「子宮外胎児期」と申します(学術用語ではあ

りません)。 
乳幼児期は、母親の愛情のこもった世話の下で成長

していく大切な時期です。この時期は手厚く抱きしめ

て、笑いかけ、出来るだけ話しかけてあげることが大

切です。「抱きしめる子育てを」と主張する柳田邦男さ

んや、いのちの電話の真壁伍郎氏らは、最近の日本の

子供たちは乳幼児期にたっぷりの愛情を注がれた経験

が少ないのではないかと懸念しておられます。 
病児保育についても同様の問題があります。病児保

育とは乳幼児が急病になった時に預けることの出来る

施設で、病気のケアと保育の両方をしてもらえる所で

す。確かに、共稼ぎの夫婦にとって、また雇い主にと

っても一見便利で合理的に見えます。しかし、病気に

かかって、苦しさと不安とにさいなまれている子供に 
 

 

とっては、こういう時こそ母親の助けを必要としてい

るのであり、助けを求めているのです。それに応える

ような方法論を考えていく事こそが本筋だと思われま

す。病時保育は現代における一時しのぎの方策とみな

すべきです。むしろ、育児休暇を含め、いかに社会的

に母親の子育てを助け、また雇用者を援助する国や行

政の対応こそが求められているのです。一方、母親を

含めた両親の経済至上主義にも一考を望みたいもので

す。 

(3) 新会員の紹介 

 

2 度目の新潟転

勤で由緒ある新潟

ロータリークラブ

の入会を認めてい

ただきまず以って

感謝申し上げます。 
1954 年新潟県見附市生まれ 15 歳まで在住、以降は

高崎に移り住む 1977 年社会人としてスタート現在に

至る。32 年間の勤務。家族は愛する妻一人、長男 26
歳、長女 24 歳、義母 76 歳の５人家族休日は妻と近隣

の日帰り温泉めぐりとショッピングの荷物もち妻の言

いなりに家庭生活を送る。ゴルフ・マージャン・酒は

お付き合い程度入社以来営業一筋ですが話すことが苦

手、義母にあんな無口で営業が勤まるのかとよく言わ

れている。今後は県内 21 社 22 事業所 2,500 名のパナ

ソニックグループの幹事役として新潟ロータリークラ

ブの理念を理解して個人として、グループとして地域

に少しでも貢献できる活動をしていきたいと考えてお

ります。ご指導のほど心よりお願い申し上げます。 

(4) JAバンク新潟県信連（姉崎良記さん）へ米山記念

奨学会より感謝状贈呈 

2008～09 年度 
国際ロータリー会長 

李  東 建 

2008～09 年度
新潟ロータリー会長 

柴 田 史 郎 

パナソニックシステム 
ソリューションズジャパン㈱

新潟支店 
支店長 平井 和夫君 
出席委員 



(5) 委員会報告 

竹石 松次社会奉仕担当理事より 

・４月１１日に開催された公開シンポジウム「いのち！

守り受け継がれるために」の報告と謝辞 

・緑の羽募金協力依頼（２１９８２円のご協力） 

 

(6) 会員スピーチ「お酒と健康 適正飲酒講座」 

キリンビール㈱新潟支社 

支社長 高 橋 正 富 君 

 

 

 

 

 
 

４月２８日の例会予定 

卓話「人づくり 新たな挑戦」 

新潟県立大学学長 猪 口 孝 氏 


